
1

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
■ 持続可能性

□
■ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
■ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
■ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
■ 持続可能性

■
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　一般事務事業、還付・償還事業、繰出事業、昨年度で廃止した事業、指定管理者制度導入施設の管理運営事業などはこちらに記入。

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート

311 施策 生きがいづくりと社会参加の促進

高齢者生きがい事業 枚のうち 枚目

施策コード

管理事業　　　　　　　　　　　　　　

評価対象年度 令和元年度

3

市民ニーズ、社会的役割

・ふれあい昼食会に参加される高齢者は増加傾向にある。高齢化の進展によ
り、今後も参加者数は増加するとともに、事業費の増大が懸念される。

令和 元 年度

継続

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入） 実施区分

①
ふれあい昼食会事業補助

事業
福祉総務室

地区福祉委員会が実施するふれあい昼食会について、５回目以降の
実施分に対し必要となる経費の一部を補助する。

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

2,602
※課題があるものは■

事業名 所管室課

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

・現状でも施設は一定利用されているが、施設情報等の周知をより図る必要
がある。

令和 元 年度

継続

事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入） 実施区分

② 高齢者いこいの間事業 高齢福祉室
施設は、設置地区に居住するおおむね60歳以上の高齢者が無料で
利用可。施設管理は地元高齢クラブ連合会に無償で依頼

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

22,174
※課題があるものは■

今後の
方向性

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

・令和２年度から指定管理者制度により運営し、高齢者福祉の更なる増進を
目指す。

令和 元 年度

継続

実施区分

③ 高齢者いこいの家事業 高齢福祉室
高齢者に対する生活相談及び教養講座の実施や高齢者の健康の増
進、教養の向上及びレクレーションのための情報を提供

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

10,841
※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

 ・団塊の世代が全て75歳以上となる2025年を見据えて、超高齢社会の地域
のコミュニティ・見守り隊・外出支援の担い手・介護予防の推進活動隊として、
高齢クラブが果たす役割はますます重要となっていくが、会員数が減少傾向
にある。

令和 元 年度

継続

実施区分

④ 高齢クラブ活動補助事業 高齢福祉室
会員が30人以上の高齢クラブに、また、高齢クラブが加入する吹田市
高齢クラブ連合会に活動補助金を交付。吹田市高齢クラブ連合会の
環境美化の社会奉仕活動に対し、補助金を交付

事業の一部が法
定事務

（千円）

13,169
※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

・今後、高齢者人口に比例し訪問対象者の増加が見込まれる一方、事業の担
い手である高齢クラブの会員数が減少し、会員の高齢化が進んでおり、担い
手の不足が懸念される。

令和 元 年度

継続

実施区分

⑤ 高齢者友愛訪問事業 高齢福祉室
高齢クラブが、寝たきり及びひとり暮らしの高齢者を訪問し、孤独感
の解消や地域社会との交流を推進。また、訪問する高齢者が手作り
品を作成し持参することによる訪問者自身の生きがいづくりに寄与

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

5,899
※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

・大正15年4月1日以前生まれの給付金対象者に1人月額1万円を支給してい
る。対象者数は今後、更に減少する見込みであるが、事業の趣旨および対象
者の置かれている状況等を勘案し、現行どおり継続すべきである。

令和 元 年度

継続

実施区分

⑥
在日外国人高齢者給付金

支給事業
高齢福祉室

国籍による制限のため、国民年金の支給を受けることができない在
日外国人である高齢者に対し、在日外国人高齢者給付金を支給

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

580
※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業名

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

所管室課

千里ニュータウンプラザ施設管理事業 高齢福祉室

高齢者生きがい活動センター事業 高齢福祉室



2

□
■ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
■ 持続可能性

□
■ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
■ 公平性
□ 持続可能性

□
■ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
■ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　一般事務事業、還付・償還事業、繰出事業、昨年度で廃止した事業、指定管理者制度導入施設の管理運営事業などはこちらに記入。

事業名 所管室課

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

実施区分

⑦
シルバー人材センター補

助事業
高齢福祉室 吹田市シルバー人材センターに対する運営を補助

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

20,128

今後の
方向性

評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題 今後の
方向性

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

・シルバーワークプラザの施設竣工後、24年が経過しており、今後も維持管理
のために、適宜修繕が必要である。

令和 元 年度

継続

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

・時代の変化により求められる教室なども変化していくものと考えており、受講
者のニーズに沿った教室の見直しなどを行っている。公平性について、参加者
の公募の際は、同じ科目の受講回数が３回を超えた場合は受講対象から除
外するなど、多くの高齢者が受講できるようにしている。

令和 元 年度

継続

実施区分

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 令和元年度

施策コード 311 施策 生きがいづくりと社会参加の促進

市民ニーズ、社会的役割 ・吹田市シルバー人材センターでは、需要の少ない事務的な仕事を希望する会員
が多く、会員の就業ニーズと地域が求めるニーズにミスマッチが起きている。女性
や軽作業に携わる会員不足に対応するため、就業相談会を開催し会員の増加を
図り、また、就業開拓員や家事援助コーディネーターの活用により、会員の技能向
上を目的とした講習会を開催して会員の技能研鑽に取り組むことで、需要が高く
人手の足りていない仕事に対応できるよう努めている。

令和 元 年度

継続

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

管理事業　　　　　　　　　　　　　　高齢者生きがい事業 3 枚のうち 枚目

※課題があるものは■

⑨ いきがい教室開催事業 高齢福祉室
60歳以上の者を対象に１回２時間程度の教養講座を20科目開催し、
高齢者の生きがいづくりの充実を支援

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

3,635
※課題があるものは■

実施区分

⑧
シルバーワークプラザ管

理事業
高齢福祉室

吹田市シルバー人材センターの活動拠点で、事業推進に寄与するシ
ルバーワークプラザ施設の維持管理

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

3,995
※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

・令和2年度より貸付台数を110台から216台に拡充したため、市内高齢者団体
が広く利用できるよう事業周知等を図っていく。

令和 元 年度

継続

実施区分

⑩
高齢者団体用福祉バス貸

付事業
高齢福祉室

高齢者の福祉の増進を目的として、吹田市高齢クラブ連合会、単位
高齢クラブ等の高齢者団体に対し、大型バスを貸出

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

10,282
※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

・高齢者から乳幼児までの市民が気軽に利用することで世代間交流の場とな
り、高齢者が集う場として閉じこもり対策に寄与している。第7期吹田健やか年
輪プランでは、令和２年度までに12か所のふれあい交流サロンを設置すること
を目標とし、令和元年度に１か所新たに設置したが、現状では７か所であり、
まだ設置数が足りていない。

令和 元 年度

継続

実施区分

⑪ ふれあい交流サロン事業 高齢福祉室
高齢者と世代が異なる市民が気軽にふれあい、交流できる場を設け
る団体に補助金を交付

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

2,058
※課題があるものは■

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

市民ニーズ、社会的役割

 ・当該事業の対象者数は今後も増大していき、現在と同水準の補助金を維持
するのであれば、それに伴い事業費が拡大していく見込みである。また、運営
団体の負担も増加する見込みであり、運営方法等の見直しが必要である。

令和 元 年度

継続

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入） 実施区分

⑫ 地区敬老行事開催事業 高齢福祉室
75歳以上の高齢者を対象に、地区敬老行事を開催する各地区敬老
行事運営委員会に対し補助金を交付

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

43,139
※課題があるものは■

決算額（事業費）

所管室課事業名 所管室課 事業名



3

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
■ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
■ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　一般事務事業、還付・償還事業、繰出事業、昨年度で廃止した事業、指定管理者制度導入施設の管理運営事業などはこちらに記入。

所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入） 実施区分

⑱

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題 今後の

方向性市民ニーズ、社会的役割

令和 元 年度

（千円）

※課題があるものは■

管理事業　　　　　　　　　　　　　　高齢者生きがい事業 3 枚のうち 枚目

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 令和元年度

施策コード 311 施策 生きがいづくりと社会参加の促進

事業名 所管室課

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

・超高齢社会において、事業対象者が増加しており、それに伴い事業費が拡
大していく見込みである。寿祝品贈呈事業とあわせ、今後の事業のあり方を見
直していく。

令和 元 年度 縮小又は
再構築な

ど

事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入） 実施区分

⑬ 長寿祝賀事業 高齢福祉室
100歳以上の高齢者の代表者へ市長訪問を行い、記念品を贈呈す
る。その他の100歳以上の高齢者には市から記念品を贈呈。また、結
婚50年を迎える夫婦に祝状を贈呈

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

546
※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

・今後ますます高齢化が進む中、高齢者人口の増加に伴い、事業費が拡大し
ていく見込みである。長寿祝賀事業とあわせ、今後の事業のあり方を見直して
いく。

令和 元 年度 縮小又は
再構築な

ど

実施区分

⑭ 寿祝品贈呈事業 高齢福祉室 米寿(88歳)、 白寿(99歳）を迎える高齢者に対し祝品を贈呈
市が独自に実施し

ている事務

（千円）

7,293
※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

令和 元 年度

実施区分

⑮

（千円）

※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

令和 元 年度

実施区分

⑯

（千円）

※課題があるものは■

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

令和 元 年度

実施区分

⑰

（千円）

※課題があるものは■

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

所管室課事業名 所管室課 事業名

事業名


